
Why なぜリスキリングするのか⽬的を決める

Step1



デジタル化の進展により
業務プロセスが変わり対応が必要

デジタル環境 バーチャル環境

ダイバシティ環境 VUCAの時代環境

４つの環境変化に着⽬

リモート環境での
ワークスタイルの適応

さらなる多様性の中で、リーダーシップ
やコミュニケーションを適応させる

VUCAの時代になり
ビジネスモデルが激変する可能性



様々なリスキリングの⽬的
ü DX戦略を推進させる

ü イノベーションを促進させる

ü 新たなビジネスモデルに対応する

ü ⾼齢化に伴うスキル不⾜を補う

ü 未来に向けたサクセションプラン

ü 競合に差別化されない

ü 離職の防⽌

e.t.c.



Analysis 現在のスキルを把握する

Step２



将来のビジネスモデル

不要になるスキル
EX. 業務遂⾏系スキル

今のビジネスモデル

獲得できているスキル
EX. 理念系スキル

求められてきた
スキル

獲得できていないスキル
EX. デジタル系スキル

レベルが低いスキル
EX. 思考系スキル

必 要 不 要

アップスキリング
• さらに向上させる

アンラーニング
• 学びほぐす

有効でない事を理解し
学び直す

リキリング
• 新たに獲得する

スキルインベントリー



What 何をリスキリングするのかを決める

Step３



リスキリング項⽬を４つの枠組みから選択する

アップデート アンラーニング アドオン アップスキル

今までスキルを修正、
バージョンアップする

今までスキルを捨てて
新たなスキルを獲得

今までスキルに加えて
新たなスキルを獲得

今のスキルをさらに
磨いて断トツにする

修 正 交 換 追 加 強 化



出典・引⽤︓
経済産業省 未来⼈材ビジョン（令和４年５⽉）
https://www.meti.go.jp/press/2022/05/20220531001/20220531001-1.pdf

意識・⾏動⾯を含めた仕事に必要な能⼒の移り変わり

注⽬される背景



Who 誰のためのリスキリングなのかを決める

Step４



引⽤：DAIMOND Online https://diamond.jp/articles/-/254815ＡＩに代替されやすい職業、されにくい職業



労働需要推計：経済産業省「未来⼈材ビジョン」令和４年５⽉



労働需要推計：経済産業省「未来⼈材ビジョン」令和４年５⽉



How どうやってリスキリングするのか

Step５



How どうやって

•新たな研修やセミナーに参加させる
• OJTで体験させる
•外部セミナーに参加させる

•個別学習の機会
•マイクロラーニング短時間で少しつづ
•オンラインラーニングで幅広い対象者へ


